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神
奈
川
県
で
生
産
さ
れ
る
牛
乳
は
、

県
民
一
二
二
万
人
分
に
あ
た
り
ま
す
。

同
様
に
豚
肉
は
五
三
万
人
分
、
鶏
卵
は

九
九
万
人
分
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
の
畜
産
を
、
も
っ
と
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
県

民
の
皆
様
と
と
も
に
都
市
畜
産
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、「
神
奈
川
の
畜
産
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
＆
か
な
が
わ
畜
産
フ
ー
ド

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
5
」
に
、
是

非
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、神
奈
川
県
、

藤
沢
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
、「
大

野
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
替
わ
り
、

「
か
な
が
わ
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い
等
を
通
し
、

畜
産
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。�

（
総
務
部
）

平
成
二
十
七
年
度

鶏
魂
供
養
祭
の
案
内

　

人
間
の
た
め
に
命
半
ば
で
こ
の
世
を

去
っ
た
鶏
の
霊
を
慰
め
る
鶏
魂
供
養
祭

を
例
年
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
：‌�

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日

（
火
）　

午
前
十
一
時
開
式

開
催
場
所
：
大
雄
山
最
乗
寺

主
催
：
神
奈
川
県
畜
産
会
養
鶏
部
会

県
産
鶏
卵

消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

世
界
的
景
気
後
退
に
よ
り
、
低
迷
す

る
個
人
消
費
の
影
響
が
食
に
ま
で
起
こ

り
、
養
鶏
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
し
、
県
内
産

鶏
卵
の
消
費
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

県
畜
産
会
養
鶏
部
会
、
県
ト
リ
研
究
会

は
、
八
月
七
～
八
日
に
、
平
塚
市
田
村

の
J
A
全
農
神
奈
川
県
本
部
事
業
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
展
総
合

展
示
会
場
で
県
内
産
鶏
卵
等
の
P
R

を
行
い
ま
し
た
。

　

た
ま
ご
プ
リ
ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
玉

子
か
け
醤
油
等
卵
加
工
品
の
販
売
や
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ウ
と
し
て
卵
な
ら

ぬ
色
分
け
し
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
掴
み

取
り
に
よ
る
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、ま
た
、

県
内
鶏
卵
直
販
売
所
の
一
覧
表
や
た
ま

ご
知
識
の
冊
子
の
配
布
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
県
内

の
鶏
卵
生
産
者
の
存
在
や
経
営
状
況
を

消
費
者
に
知
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
卵

価
値
上
げ
へ
の
理
解
醸
成
に
も
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
畜
産
会
養
鶏
部
会
）

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
七
年
度
（
第
1
四
半
期
）

四
月
・
五
月
・
六
月
販
売
牛
の
補
填
金

単
価
報
告
』

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
1
四
半
期

　

四
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

そ
の
場
し
の
ぎ
は
失
敗
の
も
と

　

道
交
法
失
敗
の
轍　

T
P
P
に
も
？

　

七
月
に
は
決
着
が
つ
く
は
ず
だ
っ
た

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）

は
八
月
が
過
ぎ
て
も
未
決
着
。
関
係
の

方
々
は
夏
休
み
も
取
れ
ず
に
大
変
で
し

た
で
し
ょ
う
。
夏
休
み
に
新
し
い
体
験

を
試
み
よ
う
と
、
中
学
生
が
東
京
・
熱

海
間
を
自
転
車
で
走
っ
て
み
ま
し
た
。

道
路
交
通
法
六
月
一
日
改
正
施
行
、
自

転
車
の
罰
則
等
の
強
化
に
よ
り
、
従
来

法
の
通
り
に
自
転
車
は
車
道
を
走
行
す

る
こ
と
の
意
識
が
高
ま
る
事
を
期
待
し

て
、
車
道
を
走
行
し
た
と
こ
ろ
「
何
度

も
ト
ラ
ッ
ク
に
警
笛
を
鳴
ら
さ
れ
、
危

険
を
感
じ
、
仕
方
な
く
歩
道
を
走
ら

ざ
る
え
な
か
っ
た
」
と
の
事
。
歩
道

に
「
自
転
車
通
行
可
」
の
表
示
が
無
け

れ
ば
、
中
学
生
以
上
は
歩
道
を
走
行
出

来
な
い
の
で
、
厳
密
に
判
断
さ
れ
る
と

道
交
法
違
反
を
し
て
熱
海
に
到
着
し
た

の
で
し
ょ
う
。
自
動
車
が
急
激
に
普
及

　

乳
用
種�

二
八
、八
〇
〇
円

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
1
四
半
期

　

五
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

二
四
、七
〇
〇
円

◎
平
成
二
十
七
年
度
第
1
四
半
期

　

六
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

一
〇
、六
〇
〇
円

　

乳
用
種�

一
二
、九
〇
〇
円

★
補
填
金
精
算
払
交
付
日

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
制
度

　

平
成
二
十
七
年
度
第
1
四
半
期

（
二
十
七
年
四
～
六
月
）
の
指
定
肉
用

子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価

格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

黒
毛
和
種�

六
四
五
、四
〇
〇
円

　

交
雑
種�

三
七
三
、九
〇
〇
円

　

乳
用
種�

一
九
五
、六
〇
〇
円

し
出
し
た
頃
、
自
動
車
が
自
転
車
に
衝

突
す
る
事
故
が
多
発
し
、
そ
の
対
応
策

と
し
て
「
自
転
車
は
歩
道
を
通
っ
て
も

い
い
よ
」
と
自
動
車
を
優
先
し
て
自
転

車
を
歩
道
に
追
い
や
っ
た
の
は
昭
和

五
十
三
年
。
一
時
的
に
は
事
故
は
減
り

ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
歩
道
を

通
っ
て
も
い
い
よ
」
か
ら
、
自
転
車
は

歩
道
を
走
る
も
の
＝
歩
行
者
と
同
じ
、

と
勘
違
い
さ
れ
て
三
十
八
年
も
経
過
し

て
し
ま
っ
た
今
日
、
急
に
自
転
車
の
罰

則
だ
け
を
強
化
し
た
の
で
は
片
手
落
ち

で
し
ょ
う
。
運
転
免
許
既
得
者
、
新
取

得
者
に
自
転
車
関
係
の
道
交
法
を
し
っ

か
り
と
教
育
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
自
動
車
の
初
心
者
マ
ー
ク
、
高
齢

者
マ
ー
ク
等
の
規
定
マ
ー
ク
（
標
識
）

の
車
に
幅
寄
せ
や
無
理
な
進
路
変
更
し

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

（
総
務
部
）

て
は
な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自

転
車
に
も
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

認
識
さ
せ
、
こ
の
取
り
締
ま
り
強
化
も

必
要
で
す
。そ
の
実
務
は
難
し
い
の
で
、

自
転
車
か
ら
の
通
告
で
違
反
を
摘
発
で

き
る
よ
う
に
で
も
し
な
い
と
、
三
十
八

年
間
の
弊
害
は
簡
単
に
は
改
善
さ
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
自
転
車
が
歩
道
を
走
る

の
は
、
先
進
国
で
は
日
本
だ
け
。
純
真

な
中
学
生
に
道
路
交
通
法
違
反
を
さ
せ

て
し
ま
っ
て
も
平
然
と
し
て
い
る
交
通

行
政
は
先
進
国
と
し
て
恥
ず
か
し
い

で
す
。
身
近
な
自
転
車
の
安
全
を
差

し
置
い
て
、
自
動
車
産
業
を
重
視
し

た
、そ
の
場
し
の
ぎ
の
道
交
法
の
失
敗
。

T
P
P
も
将
来
を
見
越
し
て
、
自
動

車
産
業
等
よ
り
も
身
近
な
、
命
に
関
わ

る
食
料
に
目
を
向
け
て
、
道
交
法
失
敗

の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
と
念
じ
て
い

ま
す
。
自
転
車
は
イ
タ
リ
ア
製
、
自
動

車
は
ド
イ
ツ
製
で
も
、
乳
肉
卵
と
米
、

酒
は
日
本
製
で
今
宵
も
静
か
な
眠
り
に

つ
き
た
い
ね
。�

（
忠
九
朗
）

第636号　平成27年 9 月 1 日（火曜日）

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
ナイター
開催

ナイター
開催27年11月16日（月）～ 11月20日（金）

27年10月19日（月）～ 10月23日（金）

新
む
ら
す
ず
め

平
成
二
十
七
年
度
神
奈
川
の
畜
産

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
か
な
が
わ
畜
産

フ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
5

も
っ
と
知
っ
て

神
奈
川
の
畜
産

平成 27 年度 神奈川の畜産フェスティバル & かながわ畜産フードコレクション 2015
かながわミルク

フェスティバル 2015
かながわ畜産フード
コレクション 2015

家畜に親しむつどい かながわ
トントンまつり畜産フェスティバル 施設公開 ミルクメッセ 乳牛共進会

開催
日時

10 月 3 日 ( 土 )
11 時～ 15 時 

10 月 18 日 ( 日 )
10 時～ 16 時 11 月 1 日（日）10 時～ 15 時 11 月 15 日 ( 日 )

10 時～ 15 時

場所
日本丸メモリアルパーク
横浜市西区みなとみらい

2-1-1
神奈川県庁 本庁舎駐車場 畜産技術センター　　海老名市本郷 3750

県央家畜保健衛生所　海老名市本郷 3658
家畜集合センター　
綾瀬市吉岡 2647-4

湘南台公園・公民館
藤沢市湘南台 1-8

交通
「桜木町駅」・

「みなとみらい駅」・
「馬車道駅」　下車徒歩 5 分

「日本大通り駅」下車すぐ
「関内駅」下車徒歩約 10 分

神奈中バス　海老名・長後線「海老名駅東口」・「長後駅西口」から約 20 分
「畜産研究所」下車

畜産技術センター～会場
※シャトルバス運行

「湘南台駅」下車
東口から徒歩 5 分

主催 かながわ酪農活性化対策委員会
（県酪連、神奈川県ほか）

かながわ畜産ブランド
推進協議会

（神奈川県、畜産関係 16 団体）
畜産振興会 畜産技術センター

県央家畜保健衛生所 牛乳普及協会 酪農協連合会 養豚協会・畜産振興会
畜産会

共催 ― ― ― ― ― ― 藤沢市

後援 ― ― 神奈川県 ― ― 神奈川県 神奈川県
藤沢市教育委員会

協賛 ― 畜産関連企業等

畜産会、畜産会養鶏
部会、牛乳普及協会
養豚協会、県酪連

養蜂組合

―

畜産会、畜産会養鶏
部会、畜産振興会
養豚協会、県酪連

養蜂組合

畜産会、畜産会養鶏
部会、畜産振興会
養豚協会、県酪連

養蜂組合

―

内容

乳牛ふれあいコーナー
牛乳試飲配布
クイズラリー
乳製品販売コーナー
牛乳の飲み比べ
牛乳パック工作
牛乳工場 PR コーナー
骨密度測定コーナー
和太鼓演奏

かながわの畜産フード
食べくらべ
家畜とのふれあい　等

ふれあいポニー
チャリティ豚汁
牛乳ソムリエ
養蜂展示・蜂蜜試食
卵料理教室
チャリティたまごくじ
牛焼肉・焼鳥販売
農畜産物・焼き菓子　販売
和太鼓演奏

【畜産技術センター】
豚や鶏をみてみよう
畜産ミニクイズ
ミルタンと遊ぼう
牛の乳搾り・エサやり体験

【県央家畜保健衛生所】
ぼくも！わたしも！獣医さん

（牛の直腸検査体験）
タマゴの中をのぞいてみよう

骨密度測定コーナー
牛乳・乳製品販売
牛乳クイズラリー
牛乳パック工作教室
子供の遊び場フワフワ

神奈川県乳牛共進会
牛模型展示
牛乳クイズ
ウシ嶋君と写真を撮ろう

子ぶたとのふれあい
豚のハガキ絵コンクール
豚肉のポークチョップ
銘柄豚肉の試食販売
ポニー試乗
ヨートンクイズ
豚肉の知識パネル展示
畜産物・地場産野菜即売
アンデス民謡演奏

問合
せ先

かながわ酪農活性化
対策委員会

（県酪連）0463-94-1020
畜産振興会 045-751-5460

神奈川県畜産会
045-761-4191
神奈川県畜産課
045-210-4514

畜産振興会 
045-751-5460

畜産技術センター
 046-238-4056

県央家畜保健衛生所
 046-238-9111

牛乳普及協会 
045-761-1807

酪農協連合会
0463-94-1020

養豚協会
045-751-5460

畜産振興会 
045-751-5460

（国内で口蹄疫等の家畜伝染病が発生した場合は、イベントは中止しますので予めご了承ください。）



神
奈
川
県
産
の
鶏
肉
を
！

�

～
か
な
が
わ
肉
用
鶏
作
出
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
～

研究情報

第636号　平成27年 9 月 1 日（火曜日）
【
取
り
組
み
の
経
緯
】　

　

本
県
で
は
生
乳
、
豚
肉
、
牛
肉
、
鶏

卵
と
い
っ
た
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
鶏
肉
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
肉

用
鶏
の
規
模
飼
養
農
家
が
あ
り
ま
し
た

が
、現
在
は
飼
養
農
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
産
地
消
の
動
き
が
高
ま
る
中
で
、

神
奈
川
県
産
の
鶏
肉
を
購
入
し
た
い
と

い
う
声
が
県
民
の
皆
様
や
ホ
テ
ル
・
飲

食
店
な
ど
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
養
鶏
生
産
者
団
体
か

ら
の
「
本
県
独
自
の
肉
用
鶏
が
欲
し
い
」

と
い
う
要
望
を
受
け
て
、
当
所
で
は
肉

用
鶏
の
作
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
六
月
に
は
「
か
な
が
わ

肉
用
鶏
推
進
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

肉
用
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
肉
用
種
作
出
に
む
け
た
組
合
せ
】

　

全
国
で
様
々
な
地
鶏
、
銘
柄
鶏
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
、

地
域
由
来
の
在
来
種
を
交
配
し
て
作
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
は
地
域
由
来
の
在
来
種
が
な

い
た
め
、
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
が
保
有
す
る
国
産
鶏
種
を
組
合

せ
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
組
合
せ
を
検
討
し
た
結
果
、

平
成
二
十
五
年
度
に
実
施
し
た
二
つ
の

組
合
せ
が
本
県
の
肉
用
鶏
の
候
補
と
な

り
ま
し
た
。

　

増
体
に
優
れ
る
シ
ャ
モ
833
系
統
、
も

し
く
は
横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
88
系
統

の
雄
を
岡
崎
お
う
は
ん
の
雌
に
掛
け
合

わ
せ
た
組
合
せ
で
す
（
図
1
）。

　

シ
ャ
モ
833
系
統
、
横
斑
プ
リ
マ
ス

ロ
ッ
ク
88
系
統
は
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

兵
庫
牧
場
で
作
出
さ
れ
た
肉
用
種
、
岡

崎
お
う
は
ん
は
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

岡
崎
牧
場
が
、
横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ

ク
X
S
系
統
と
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド

レ
ッ
ド
Y
C
系
統
を
交
配
し
て
育
種

改
良
し
た
卵
肉
兼
用
種
で
す
。

【
ケ
ー
ジ
飼
い
、平
飼
い
で
の
発
育
成
績
】

　

シ
ャ
モ
833
系
統
×
岡
崎
お
う
は
ん

（
以
下
、
833
×
X
S
Y
C
）、
横
斑
プ

リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
88
系
統
×
岡
崎
お
う
は

ん
（
以
下
、
88
×
X
S
Y
C
）
を
平

成
二
十
五
年
度
は
採
卵
鶏
用
の
育
成

ケ
ー
ジ
（
以
下
ケ
ー
ジ
飼
い
区
）
で
、

平
成
二
十
六
年
度
は
平
飼
い
（
以
下
平

飼
い
区
）
で
飼
養
し
ま
し
た
の
で
、
発

育
成
績
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

飼
養
方
法
、
給
与
飼
料
は
表
1
、
2

の
と
お
り
で
す
。
飼
料
は
採
卵
鶏
育
す

う
用
を
給
与
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ジ
飼
い
区
は
九
七
日
で
、
平
飼

い
区
は
九
六
日
で
雄
雌
を
出
荷
し
、
各

区
と
も
一
一
〇
日
で
雌
を
出
荷
し
ま
し

た
。出
荷
時
の
体
重
は
、雄
三
・
一
～
三
・

二
kg
、
雌
九
七
日
、
九
六
日
で
二
・
一

～
二
・
二
kg
、一
一
〇
日
で
二
・
三
～
二
・

四
kg
で
ケ
ー
ジ
飼
い
、
平
飼
い
と
も
ほ

ぼ
同
等
に
発
育
し
ま
し
た
（
表
3
）。

　

各
区
、
出
荷
日
齢
毎
の
飼
料
摂
取
量

と
飼
料
要
求
率
を
表
4
に
示
し
ま
し

た
。
飼
料
要
求
率
は
平
飼
い
区
の
方
が

高
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

【
産
肉
・
肉
質
調
査
】

　

組
合
せ
間
に
お
け
る
産
肉
性
や
肉
質

の
差
を
検
討
す
る
た
め
、
平
飼
い
区
で

833
×
X
S
Y
C
、
88
×
X
S
Y
C
各

五
羽
の
産
肉
、
肉
質
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

産
肉
調
査
で
は
、
ム
ネ
、
モ
モ
、
サ

サ
ミ
の
合
計
の
正
肉
重
量
、
正
肉
歩

留
を
調
べ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
833
×

X
S
Y
C
の
方
が
高
い
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
が
、
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
（
表
5
）。

　

肉
質
調
査
で
は
、
肉
色
、
肉
を
加
熱

し
た
際
に
失
わ
れ
る
水
分
を
示
す
加
熱

損
失
、
肉
の
柔
ら
か
さ
を
示
す
指
標

で
あ
る
剪
断
力
価
を
調
査
し
ま
し
た
。

九
六
日
出
荷
の
雌
で
88
×
X
S
Y
C

の
剪
断
力
価
が
有
意
に
低
か
っ
た
以
外

は
組
合
せ
間
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
（
表
6
、
7
）。

【
官
能
評
価
】

　

平
飼
い
区
で
、
九
六
日
齢
で
出
荷
し

た
雄
の
皮
な
し
ム
ネ
肉
を
用
い
て
官
能

評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
当
所
職
員
で
男
性
三
〇

名
、女
性
九
名
の
合
計
三
九
名
で
し
た
。

　

ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
で
調
理

し
、
一
サ
ン
プ
ル
一
〇
ｇ
を
目
安
に
手

で
裂
い
て
供
試
し
ま
し
た
。
評
価
項
目

は「
香
り
」「
味
」「
歯
ご
た
え
」「
ジ
ュ
ー

シ
ー
さ
」
と
し
、
好
ま
し
い
と
思
う
も

の
を
選
択
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
試
料

は
二
点
試
験
法
で
二
回
提
示
し
、
二
回

の
結
果
を
集
計
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
で
88
×

X
S
Y
C
が
有
意
に
多
く
の
パ
ネ
ル

に
嗜
好
さ
れ
ま
し
た
（
表
8
）。

【
ま
と
め
】

　

以
上
の
結
果
か
ら
本
県
の
肉
用
鶏
候

補
の
二
つ
の
組
合
せ
833
×
X
S
Y
C
、

88
×
X
S
Y
C
の
間
に
は
発
育
成
鶏
、

産
肉
性
、
肉
質
に
お
い
て
、
大
き
な
差

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

官
能
評
価
で
は
、
雄
の
皮
な
し
ム

ネ
肉
に
お
い
て
、
88
×
X
S
Y
C
が

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
あ
る
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

【
今
後
に
む
け
て
】

　

今
後
、「
か
な
が
わ
肉
用
鶏
推
進
委

員
会
」
に
お
い
て
、
鶏
種
、
名
称
、
コ

ン
セ
プ
ト
等
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
飼
養
管
理
、
飼
料
な
ど

を
検
討
し
、
か
な
が
わ
肉
用
鶏
の
振
興

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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家
保
だ
よ
り

「
蝿
・
ハ
エ
・
は
え
〜
」
の
話

　

今
年
も
猛
暑
の
時
期
は
過
ぎ
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
、
残
暑
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
も
う
少
し
で
す
ご
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
が
、
ヒ
ト
が
す
ご
し
や

す
い
季
節
は
、
ハ
エ
に
と
っ
て
も
絶
好

の
季
節
で
す
。
秋
バ
エ
が
飛
び
回
る
前

に
、
今
回
は
、
ハ
エ
の
話
で
す
。

　

ハ
エ
と
は
、
双
翅
目
・
短
角
亜
目
・

環
縫
短
角
群
の
昆
虫
で
あ
り
、
こ
の
漢

字
を
大
ま
か
に
訳
す
と
「
翅
が
見
た
目

上
二
枚
し
か
な
く
、
触
覚
が
短
い
、
サ

ナ
ギ
羽
化
時
に
殻
の
頭
頂
部
が
環
状
に

割
れ
て
出
て
く
る
昆
虫
の
仲
間
」
と
い

う
意
味
で
、
空
を
飛
ぶ
体
長
一
㎝
ほ
ど

の
昆
虫
で
す
。
畜
舎
で
多
く
見
ら
れ
る

の
は
、
イ
エ
バ
エ
、
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
、

サ
シ
バ
エ
な
ど
で
す
。家
畜
に
対
し
て
、

ス
ト
レ
ス
を
与
え
生
産
性
を
低
下
さ
せ

る
ほ
か
、
伝
染
病
の
媒
介
を
す
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
防
除
対
策
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
①
ま
ず
、
物
理
的
対
策
。
発
生

源
と
な
る
家
畜
の
糞
、
飼
料
、
施
設
の

適
切
な
管
理
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ま
め

に
、
し
っ
か
り
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
次
に
、
化
学
的
対
策
。
飛
び
回
っ
て

い
る
ハ
エ
に
は
、殺
虫
剤
の
噴
霧
（
壁
、

柱
な
ど
止
ま
る
場
所
へ
の
残
留
噴
霧
と

直
接
飛
ん
で
い
る
ハ
エ
へ
の
空
間
噴

霧
）
と
糖
蜜
、
砂
糖
な
ど
ハ
エ
の
好
物

と
殺
虫
剤
を
混
ぜ
て
調
整
す
る
毒
餌
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
虫
の
発
生
源
が

わ
か
れ
ば
、昆
虫
発
育
抑
制
剤（
I
G
R

剤
）
の
散
布
が
有
効
で
す
。
③
そ
し

て
、
生
物
学
的
対
策
で
す
。
ハ
エ
の
卵

や
幼
虫
、
蛹
を
捕
食
す
る
ゴ
ミ
ム
シ
ダ

マ
シ
、
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
な
ど
の
甲
虫

類
や
蛹
に
卵
を
産
み
付
け
る
寄
生
バ
チ

な
ど
の
天
敵
を
畜
舎
内
で
増
強
す
る
方

法
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
対
策
が
あ
り
ま
す

が
、
も
し
、
私
が
ハ
エ
な
ら
「
一
番
の

天
敵
は
、
や
っ
ぱ
り
人
間
だ
！
」
と
い

う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
こ
ま
め
な
清
掃

と
殺
虫
剤
等
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
秋

バ
エ
を
五う

る

さ
月
蝿
く
し
な
い
で
下
さ
い
。

 �
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り
よ
た
山
野
大

　

当
牧
場
で
は
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月

上
旬
に
か
け
、
今
年
四
月
一
日
付
で
畜

産
関
係
所
属
に
配
属
さ
れ
た
六
名
の
新

規
採
用
職
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

（
今
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
畜

産
課
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
両
家
畜

保
健
衛
生
所
の
五
所
属
で
研
修
を
展
開

し
て
い
ま
す
）。
連
日
の
猛
暑
で
、
熱

中
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
々
体

調
管
理
良
く
、
た
く
ま
し
く
乗
り
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
修
中
の

職
員
の
声
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

受
託
牛
の
管
理
で
は
、「
日
々
の
個

体
観
察
の
重
要
性
に
加
え
、
急
傾
斜
地

で
の
牛
追
い
を
通
じ
て
、
牛
が
と
る
集

団
行
動
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」、
育
成
牛
の
見
方
で
は
、「
初
日
の

研
修
で
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
る
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
、
自
身
で
そ
の
牛
の
評
価

を
ど
う
述
べ
れ
ば
よ
い
か
を
学
ん
だ
の

で
、二
日
目
以
降
、牛
の
見
方
が
変
わ
っ

た
」、
自
給
飼
料
生
産
と
草
地
管
理
で

は
、「
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
の
見
分
け

方
に
始
ま
り
、
刈
取
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
肥
料
の
調
整
な
ど
技
術
が
奥
深
く
、

も
っ
と
勉
強
し
た
い
」、「
野
生
動
物
に

よ
る
被
害
や
機
械
購
入
で
多
額
の
費
用

が
か
か
る
な
ど
生
産
者
負
担
が
大
き
い

が
、
消
費
地
に
近
い
か
ら
こ
そ
、
自
給

飼
料
生
産
に
よ
る
安
全
性
や
安
心
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
期
間
に

畜
産
交
流
教
室
の
開
催
が
あ
り
ま
し
た

が
、「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
牛
と
ふ
れ

あ
い
畜
産
を
知
る
こ
と
や
、
も
っ
と
県

民
に
畜
産
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
声
を
紹
介

し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
県
の
新
規
採

用
職
員
が
、
神
奈
川
の
畜
産
の
将
来
、

酪
農
の
発
展
を
し
っ
か
り
考
え
、
様
々

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と

真
に
願
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た

こ
と
へ
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
畜
産
農
家
の
皆
様
と
の
関
わ

り
を
通
じ
て
、
は
つ
ら
つ
と
、
地
域
で

期
待
さ
れ
る
人
材
へ
と
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。
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図 1　肉用鶏の組合せ

表 1　飼養方法、給与飼料（ケージ飼い区）

表 2　飼養方法、給与飼料（平飼い区）

表 8　ムネ肉の官能評価

表 5　産肉調査成績

表 6　肉色

表 3　出荷時体重

表 7　加熱損失、剪断力価

表 4　飼料摂取量と飼料要求率


